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地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
平

成
18
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
改
定
に
よ

り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
類
型
と
し
て
創
設

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
体
系
で
す
。

　

入
所
す
る
に
は
、
65
歳
以
上
の
日
常
的

に
介
護
が
必
要
な
人
で
、
介
護
保
険
（
要

介
護
１
〜
５
）
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。
入
所
す
る
要
介
護

者
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ

い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の
介

護
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の

世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
、
療
養
上

の
世
話
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
が

必
要
な
病
気
や
ケ
ガ
を
抱
え
て
い
る
人
は

入
所
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
込
み
順
で

は
な
く
、
入
所
判
定
委
員
会
が
開
か
れ
、

市
町
村
の
入
所
判
定
基
準
を
基
に
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
方
か
ら
入
所
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

特
徴

　

従
来
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
あ
ま

り
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
密
着

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
主
な
特
徴
と

し
て
、

①
入
所
定
員
が
29
名
以
下
と
小
規
模
で

あ
る

②
９
〜
10
名
の
グ
ル
ー
プ
を
１
つ
の
生
活

単
位
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

型
で
あ
る

③
全
部
屋
個
室
で
あ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
が
確
保
さ
れ
て
い
る

④
地
域
密
着
型
施
設
の
あ
る
市
町
村
に
住

民
票
が
な
い
と
入
所
で
き
な
い

な
ど
が
、
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

生
き
生
き
と
し
た
特
養
を
目
指
し
て
！

　

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
（
以
下
当
施
設
）
で
は
、

施
設
生
活
を
在
宅
で
の
生
活
の
延
長
線
上

と
考
え
て
お
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
あ
ま

り
崩
す
こ
と
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
導
入
に
よ
り
同
じ

ス
タ
ッ
フ
が
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
為
、

入
居
者
及
び
家
族
の
方
と
馴
染
み
の
関
係

が
築
き
や
す
い
環
境
で
す
。
ま
た
、
従
来

の
施
設
で
は
、『
な
か
な
か
季
節
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
為
、
当
施
設
で
は
毎
月
季
節
に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
日
会
、
お
花
見
、
七
夕
会
、
そ
う
め

ん
流
し
、
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

な
ど
・
・
・
毎
回
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
特
養
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ピ

ー
ス
ガ
ー
デ
ン
へ
の
見
学
及
び
申
し
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
平
日
は

９
時
か
ら
17
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

０
８
６
│
４
２
３
│
２
０
０
０
（
代
表
）

０
８
６
│
４
２
３
│
２
１
１
２
（
直
通
）

　

乳
癌
の
罹
患
率
は
年
々
上
昇
し
、
現
在
で

は
16
人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
外
科
的

治
療
法
は
、
平
成
14
年
ご
ろ
か
ら
乳
腺
部
分

切
除
（
乳
房
温
存
）
術
が
乳
腺
全
摘
術
よ
り

多
く
な
り
、
乳
房
が
完
全
に
失
わ
れ
る
ケ
ー

ス
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
般
的

に
、
３
㎝
を
超
え
た
乳
癌
や
、
離
れ
た
場
所

に
２
つ
以
上
あ
る
乳
癌
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
で
微
細
石
灰
化
が
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
は
、
現
在
で
も
乳
腺
全
摘
術
が
行

な
わ
れ
、
結
果
、
乳
房
を
失
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

乳
房
は
女
性
特
有
の
形
態
で
、
い
わ
ば
女

性
の
シ
ン
ボ
ル
と
表
現
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
そ
れ
を
失
う
」と
い
う
こ
と
が
、「
癌

に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
と
が
同
時
に
や
っ

て
く
る
た
め
、
そ
の
心
理
的
負
担
は
よ
り
大

き
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
乳
房
再
建
は
、
失
っ
た
乳
房

を
取
り
戻
す
、
あ
る
い
は
新
し
い
乳
房
を
得

る
こ
と
の
で
き
る
手
段
で
す
。「
自
分
ら
し

く
あ
り
た
い
」「
よ
り
し
っ
か
り
と
癌
と
む
き

あ
う
た
め
に
」
再
建
を
望
む
理
由
は
様
々
で

十
人
十
色
で
す
。

　

以
前
よ
り
、
自
家
組
織
に
よ
る
再
建
（
自

分
の
皮
膚
・
脂
肪
や
筋
肉
を
用
い
た
乳
房
再

建 

図
１
）
は
保
険
が
適
応
さ
れ
て
お
り
、
一

方
、
人
工
乳
腺
（
シ
リ
コ
ン
製
）
を
用
い
た

乳
房
再
建
（
図
２
）
は
自
費
診
療
の
扱
い
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
医
療
費
の
負
担
が
１
０

０
万
円
前
後
（
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
る
）

と
非
常
に
高
額
で
、
手
術
に
つ
い
て
検
討
さ

え
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

医
療
者
と
し
て
も
心
苦
し
い
場
面
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
乳
癌
学
会
・
形
成
外
科
学

会
が
中
心
と
な
り
、
厚
生
労
働
省
に
長
年
働

き
か
け
た
結
果
、
平
成
25
年
度
よ
り
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
、
人
工
乳
腺
に
よ
る
再
建
が
保
険

適
応
と
な
り
、
手
術
費
用
の
自
己
負
担
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
こ
の
手
術
を
行
な
う
た
め
に
は
、

術
者
・
施
設
に
厳
し
い
要
件
が
設
け
ら
れ
、

日
本
オ
ン
コ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ジ
ャ
リ

ー
学
会
か
ら
認
定
を
受
け
た
場
合
の
み
可
能

と
な
り
ま
す
。
当
院
形
成
外
科
は
、
平
成
25

年
12
月
に
こ
の
認
定
を
受
け
、
再
建
手
術
の

実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
術
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
も
、
乳
腺
外
科
の
医
師
と
連
携

し
な
が
ら
当
院
で
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

図
や
表
に
示
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

に
利
点
・
欠
点
が
あ
り
、
適
し
た
方
法
は
患

者
さ
ん
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
乳
房
再
建
を
「
す

る
」「
し
な
い
」、
ま
た
は
、

そ
の
方
法
の
選
択
に
悩
ん

で
い
る
方
は
、
是
非
一
度

受
診
し
て
下
さ
い
。

社
会
医
療
法
人
全
仁
会　

倉
敷
平
成
病
院　
　
　
　
　
　
　

総
合
美
容
セ
ン
タ
ー　

美
容
外
科
・
形
成
外
科
部
長　
　

　

華
山　

博
美

ご
存
知
で
す
か
？
地
域
密
着
型
特
養

あたまの体操
Ｑ１. 倉敷市の人口は約何万人？

Ｑ２. 岡山を流れる三大一級河川は？

Ｑ３. 日本三大名園は？

Ｑ４. 日本三景は？

Ｑ５. 日本三大旅客港は？

→

腹直筋を血行の茎として、腹部の
皮膚・脂肪を胸部に移動させ乳房
を形成します。

傷は乳房とおへその周り、下腹部
につきます。

腹直筋

大胸筋

エキスパンダー
（医療用風船）

人工乳腺
（シリコン製）

1回目の手術で大胸筋の下にエキス
パンダーを挿入し、皮膚を伸展させ
ます（約3ヶ月）。

皮膚が十分伸展されたところで
エキスパンダーと人工乳腺を入
れ替えます。

図１、自家組織による再建例：腹直筋皮弁法

図２、人工乳腺による再建（2次再建）

自家組織による再建

手術回数 1回

長い（約５～８時間）

10日～２週間程度

全ての症例

やわらかい

得られやすい

あり

約50万

２回（1回目にエキスパン
ダーの挿入手術が必要）

短い（1時間半程度）

各3日程度

大胸筋が温存されている
症例のみ
放射線治療後の場合は注
意を要する

脂肪が薄い場合は若干
硬い

得られにくい
（特に大きな乳房・下垂し
た乳房の場合）

将来的に、被膜拘縮・破損・
位置異常を生じる可能性
がある

なし

１）エキスパンダー挿入：
　　　　　　約15万円
２）人工乳腺入替：約30万円

手術時間

入院期間

適　　応

やわらかさ

左右の
対称性

他部位の
犠牲

治療費
（3割負担）

その他

人工乳腺による再建

＊１

＊２

＊３

＊１　一次再建の場合は1回が乳癌切除時と同時となり、二次再建の場合は1回または2回が再建手術のみになります。
＊２　手術方法により異なります。
＊３　健康保険の高額医療費還付制度が適応されます。

人工乳腺（シリコン製）

Ａ1. 48万人（平成26年１月）
Ａ2. 吉井川、旭川、高梁川
Ａ3. 岡山県後楽園、茨城県偕楽園、石川県兼六園
Ａ4. 広島県宮島、京都府天橋立、宮城県松島
Ａ5. 兵庫県神戸港、福岡県北九州港、東京都東京港

佐
々
木　

嘉
信

乳
房
再
建
と
は

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン

介
護
科
長


